
焼津市景観計画（概要版）
港と海、河川、湧水を軸としたにぎわいと活力ある景観まちづくりの推進

平成30年7月　焼津市
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焼津市都市計画マスタープラン

分野別の個別計画

など

・焼津市緑の基本計画

・焼津市環境基本計画

・焼津市観光ビジョン

・焼津市農業振興地域整備計画

・焼津市空家等対策計画

地域別の個別計画

など

・焼津市中心市街地活性化基本計画

・焼津市花沢伝統的建造物群保存地区保存計画

・焼津漁港マスタープラン

・浜通り活性化計画

国や県の関連計画

ふじのくに景観形成計画

その他の国や県の景観に関する

計画・ガイドライン等

関連計画

焼津市景観まちづくり条例

市の上位計画

焼津市総合計画

整合

連携

連携

連携
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〈特に焼津らしい景観まちづくりに留意した方針〉

（ア）駿河湾の海辺景観の保全と向上

（イ）大井川などを源とする河川や水路の景観の保全と活用

（ウ）湧水のある景観の保全と活用

（エ）高草山などの森林や農地、屋敷林・社寺林などの緑の景観の保全

（ア）駿河湾越しの富士山や伊豆半島の眺望景観の保全と活用

（イ）焼津漁港越しの富士山や虚空蔵山などの眺望景観の保全と活用

（ウ）志太平野などを見下ろす眺望景観の保全と活用

（エ）高草山などの山並みや富士山などの眺望景観の保全と活用

（オ）眼下に駿河湾を望む眺望景観の保全と向上

（カ）優れた眺望点の周知と活用

（ア）浜通りや花沢の里の歴史的なまち並みの保全と活用

（イ）地域の歴史を物語る社寺や樹木などの保全と継承

（ウ）焼津神社の荒祭りや藤守の田遊びなどの祭事の保存継承と活用

（ア）人々が集いにぎわいと活気ある景観の保全と創出

（イ）本市の玄関口における魅力ある景観の創出

（ウ）観光交流施設周辺における快適な景観の創出

（エ）魅力的な夜間景観の演出

（ア）住宅地の景観形成

（イ）沿道商業集積地の景観形成

（ウ）工業地や流通業務地の景観形成

（ア）協働による美しい水の景観づくり

（イ）景観を守り・育てるための人々の活動の推進

（ウ）市民のモラル向上や美化活動の推進

（エ）市民、事業者の景観に関する意識の向上

（ア）道路景観の形成

（イ）公園や広場などの景観形成

（ウ）防災施設の景観向上

（エ）公共建築物の整備と維持管理

（ア）空き家や空き店舗などに関する対策の推進

（イ）太陽光発電施設の景観への配慮

（ウ）資材置き場や空き地などに関する対策の推進

（エ）屋外広告物のコントロール

（オ）電線・電柱類の景観対策の推進
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漁船と富士山 木屋川の桜並木 豊富な伏流水



＜抽出の考え方＞

①市民アンケート調査において、「今

後も残したい美しい景観」「改善

すれば魅力的な景観」「特に優れ

た眺め」として評価が高かった

場所

②事務局による現況調査結果から良

好な景観の保全、改善等が必要

と判断した場所

③市の政策上必要と判断した場所

■景観特性を踏まえた焼津らしい景観地の方向性

石津浜海岸、和田浜海岸

大崩海岸、虚空蔵山、高草山中腹

大井川

浜当目海岸

花沢の里周辺

浜通り周辺

焼津神社周辺

焼津漁港（焼津内港、小川内港、外港）

大井川港周辺

すみれ台木屋川沿い桜並木周辺、

朝比奈川堤山の手さくら周辺

大井川地域湧水地周辺

JR 焼津駅周辺、JR 西焼津駅周辺

焼津 IC 周辺、大井川焼津藤枝 SIC 周辺

焼津らしい景観地景観特性による分類

A．「見渡す」眺望（眺望点）

B．「見下ろす」眺望（眺望点）

①優れた眺望

　景観（眺望点）

④歴史的な景観

⑤港の景観

⑥河川と桜並木の景観

②雄大な河川景観

③海岸景観

A．伝統的建造物群と集落

B．漁師町文化を象徴するまち並み

C．地域の歴史を物語る社寺

A．漁港

B．港湾

方向性

保全型

創出型

活用型

⑦湧水のある景観

⑧鉄道駅周辺（市の拠点・玄関口）の景観

⑨高速道路 IC 周辺（市の玄関口）の景観

� � � ���

JR 焼津駅周辺

大崩海岸

虚空蔵山

浜当目海岸

高草山中腹

朝比奈川堤
山の手さくら周辺

浜通り周辺

焼津漁港（外港）

石津浜海岸

和田浜海岸

焼津漁港
（小川内港）

焼津漁港
（焼津内港）

焼津神社
周辺

大井川焼津藤枝
SIC 周辺

大井川港周辺

大井川

大井川地域湧水地周辺

すみれ台
木屋川沿い
桜並木周辺

焼津 IC 周辺

JR 西焼津駅周辺

4��������

��

�����������

������� �����������

�������� ����������

��� ���������������

��� ���������� �����

�����

�

����������������

� ���������� ���������������� �������������� ���

�������������

� ��������������������������������� ���������

��������� ��������������� ������������

�

花沢の里周辺



・高さ 15m を超えるもの

・延べ面積が 1,000 ㎡以上のもの

①垣、さく、塀、擁壁等

⑩コンクリートプラント等

⑪自動車車庫等　／⑫貯蔵施設

⑬ごみ焼却場等

上記以外

・設置する区域の敷地面積が 1,000 ㎡以上のもの

・開発面積が 1,000 ㎡以上のもの

・当該行為の区域の面積が 1,000 ㎡以上のもの

・当該行為の区域の面積が 1,000 ㎡以上のもの

・当該行為の区域の面積が 1,000 ㎡以上のもの

・照明の新設、移設、改設及び色彩等の照明方式の変更で、

  届出対象となる規模の建築物及び工作物に設置される投光器、

  サーチライト、スポットライト、レーザーその他これらに

  類するもの及び同敷地内に設置される投光器等

・高さ３ｍを超えるもの

・高さ 15m を超えるもの

・高さ15m を超えるもの

・築造面積が 1,000 ㎡

  以上 のもの

・高さ 15ｍを超えるもの

規模・要件行為の種類

新築、増築、改築、

外観の変更

新設、増築、改築、

外観の変更

新設、増築、改築、

外観の変更

都市計画法第 4 条

第 12 項に規定する

開発行為

土地の開墾、土石の

採取、鉱物の掘採

その他の土地の形質

の変更 

木竹の伐採

屋外における土石、

廃棄物、再生資源

その他の物件の堆積

ライトアップ等

地上に設置する

太陽光発電設備

開発行為

土石の採取等

木竹の伐採

屋外における

物件の堆積

特定照明

工作物

建築物

分類

※詳細は、焼津市景観計画（本編）や焼津市が発行する手引き等でご確認ください。
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④煙突、排気塔等／⑤電柱、街灯等

⑥送電鉄塔等　  ／⑦高架水槽等

⑧観覧車等　　 ／⑨風力発電設備

②公共用歩廊等 ／③橋梁等 ・長さ 20ｍを超えるもの



（注１）建築物・工作物の配慮事項は、指導の対象とはなりません。

（注２）景観形成基準のうち、建築物・工作物の景観形成基準の「建築物・工作物の付属設備」、「緑化等」は、勧告の対象となりません。

（注３）景観形成基準のうち、建築物・工作物の景観形成基準の「色彩」以外は変更命令の対象となりません。

＜届出対象行為の手続きの流れ＞

事前協議

適合

適合

適合

指導（注 1）

不適合

行為の届出（法第 16 条第 1 項）

行為の制限（景観形成基準）に関する審査

景観審議会の意見聴取

　勧告（注２） 変更命令（注３）

勧告を受けた者への

弁明の機会の付与

必要に応じて氏名公表

是　正

変更の届出

（法第 16 条第２項）

建築確認

申請等

届出内容を

変更する場合

上記破線内と同様

是　正

行為の着手

不適合

不適合

計画内容の

周知・説明を含む

30 日以内

特定届出対象

行為は 90 日

まで延長あり

30 日以上前

30 日以内

特定届出対象

行為は 90 日

まで延長あり

30 日以上前

建築確認申請等が

必要ない場合は、

行為の着手日の

30 日以上前
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ただし、次の場合はこの限りではない。

・木材や石材等の自然素材、レンガ、土壁、ガラス、銅等

の金属材、コンクリート等の表面に着色していない素材

により仕上げられる場合。

・寺社仏閣等、地域の歴史文化を継承するものであり、地

域住民から認知されている場合。

・国や県が別途色彩基準を定めている場合。

・地域の景観特性を表すものであると、市長が認める場合。

▼基準色（建築物の外壁、屋根、工作物の外観）

明度 彩度

3.0 以下

4.0 以下

2.0 以下

①：０Ｒ～１０Ｒ

②：０ＹＲ～５Ｙ

③：①②以外の色相

2.0 以上

①

②

③

④

０Ｒ～１０Ｒ

０ＹＲ～５Ｙ

上記以外の有彩色

無彩色

色相
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色彩許容範囲

焼津市全域（景観まちづくり重点地区を除く）
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■色彩基準における使用可能な明度・彩度の範囲
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①重点地区の区域

②景観まちづくりの方針

③景観まちづくりのための行為の制限（届出対象行為、景観形成基準）

④景観まちづくりのための取組（必要に応じて）

①景観まちづくり重点地区の対象 意見聴取

B-1

市の支援を求める

B 地域住民からの要望が高い地区

景観計画提案制度（法第 11 条）により市に提案

A 焼津らしい景観地

②景観まちづくり重点地区計画案の作成

④
第
三
者
機
関
か
ら
の
意
見
の
確
認

焼
津
市

③景観まちづくり重点地区計画案説明会の開催

景観まちづくり重点地区計画の決定

⑤景観まちづくり重点地区計画の推進

B-2

自ら計画案を作成

支援

意見聴取

意見聴取

支援

第三者からの意見の確認
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＜指定の方針＞

　本市や地域にとって良好な景観形成をする上で重要であると認められ、道路等の公共

の場所から公衆によって容易に見ることのできる建造物や樹木で、以下のいずれかに該

当するものは、所有者と協議し、同意を得たうえで「景観重要建造物」や「景観重要樹木」

として指定する。

＜景観重要建造物の指定の方針＞

・地域のシンボルとして、市民に親しまれている建造物

・地域の自然、歴史、文化、産業、生活等を象徴する建造物

・建築学上、優れたデザインを有する建造物

＜景観重要樹木の指定の方針＞

・地域のシンボルとして、市民に親しまれている樹木

・地域の自然、歴史、文化、産業、生活等を象徴する樹木

・美観上、優れた樹形を有する樹木

＜基本的事項＞

・屋外広告物に対する市民や事業者等の意識を高め、良好な景観を形成するため、屋外

広告物の規制誘導に関する法令・制度の周知に努める。

・屋外広告物が法令に違反することなく適正に設置、管理されるよう必要な措置を講じる。

・本市の景観特性に合った規制の地域や基準等を検討したうえで、市独自の屋外広告物

条例を制定し、規制誘導を図る。

＜屋外広告物に関する行為の制限の方針＞

・地域の景観特性を踏まえつつ、景観まちづくりの方針に沿って基準を設定する。 

・行為の制限は、屋外広告物を設置する位置、規模、個数、表示面積、形態、意匠等に

ついて基準を設定する。 

・特に主要幹線道路の沿道景観や JR 東海道新幹線、JR 東海道本線の車窓からの景観を

阻害しないものとするよう基準を設定する。

・景観まちづくり重点地区において、地域の景観特性に調和するよう基準を設定する。
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静岡市境～市道当目

中原浜久保線の合流部

区間・範囲景観重要公共施設の名称
焼津らしい景観地
を踏まえた名称

大崩海岸に

つながる道路
県道静岡焼津線景観重要道路

藤枝市境～河口大井川 一級河川 大井川景観重要河川

海岸保全区域

（陸域のみ）
砂・砂礫浜海岸

浜当目海岸（焼津漁港海岸浜当目地区）

石津浜海岸（焼津漁港海岸石津地区）

和田浜海岸（焼津海岸田尻地区）

和田浜海岸（駿河海岸（焼津工区）の一部）

景観重要海岸

種別

����������������� ��������������������������

�� ��������������

整備に関する事項及び占用等の許可の基準

県道静岡焼津線

景観重要公共施設

・工作物は、道路上から見ることのできる駿河湾等の眺望を著しく阻害すること

のない配置とするよう努める。

・工作物は、周辺の自然景観との調和に配慮し、落ち着きのある色彩とする。なお、

色彩は、ふじのくに色彩・デザイン指針における推奨色を使用するよう努める。

大井川

浜当目海岸

石津浜海岸

和田浜海岸

・建築物・工作物は、周辺の自然景観との調和に配慮し、落ち着きのある色彩と

する。なお、色彩は国や静岡県などの色彩・デザイン指針、景観ガイドライン

等による公共事業における推奨色を使用するよう努める。

・建築物・工作物は、海岸保全区域からの富士山や伊豆半島等の眺望を著しく阻

害することのない配置とするよう配慮する。（浜当目海岸は除く）

・建築物・工作物は、周辺の自然景観との調和に配慮し、落ち着きのある色彩と

する。なお、色彩は、ふじのくに色彩・デザイン指針における推奨色を使用す

るよう努める。
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推進体制の構築良好な景観の形成のための取組

（１）市民・事業者等の意識の醸成

①景観まちづくりに関する情報の発信

②景観まちづくりに関するシンポジウム等の

開催

③景観まちづくりの功績者に関する表彰制度

の創設

④景観まちづくりに関する教育・学習の推進

（２）推進体制の整備

①焼津市景観審議会の設置

②景観整備機構の指定

③景観まちづくりを実践する団体の支援

④景観まちづくりに関わる各主体間のネット

ワークづくり

（１）各種法制度の活用

（２）景観誘導の仕組みづくり

①観光推進事業との連携による景観の向上

②焼津らしい景観地における景観誘導の仕組

みづくり

③本市独自の屋外広告物の規制誘導の仕組み

づくり

（３）優れた景観資産に関する指定制度の創設

（４）景観まちづくりのための資金の確保

（５）「（仮称）焼津市公共施設景観ガイドラ

イン」の策定と運用

（６）景観まちづくりの評価・検証
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市民・事業者等

焼津市

関係機関

景観所管課

学識経験

者等

・学識経験者

・専門家

景観まちづくり活動団体

景観まちづくり重点地区協議会

景観整備機構

景観協議会

焼津市景観審議会

焼津市都市計画審議会

各関係課

（国・県など）

・市民　・市民活動団体　・地域　・NPO 法人　・公益法人　・事業者　など

連携

連携

連携

支援

認定 指定

参画

参画

参画

参画

参画

参画

参画

参画

指定・連携

支援

＜景観まちづくりの推進体制のイメージ＞
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イメージ

＜評価・検証の時期＞

＜評価・検証の流れ＞

＜評価・検証にあたっての情報把握＞

焼津市景観所管課による評価・検証

焼津市（庁内）による

評価・検証

第三者（景観審議会等）

による評価・検証

（必要に応じて）計画内容の見直し

〇 取り巻く環境の変化（各種整備事業等の実施状況、各種制度の導入状況等）

〇 市民や事業者等による取組の実施 など

取組の実施 取組の実施 必要に応じて見直し

評価・検証対象期間 評価・検証対象期間

平成 34 年度
(2022年度 )

評価・検証
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＜評価・検証の手法＞
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（１）「実現に向けた取組」に関する評価・検証

（２）焼津らしい景観地における定点観測による評価

景観計画策定

平成 39 年度
(2027年度 )

評価・検証


